
附属高松中学校 令和６年度前期 学校評価の結果 2024/10/21

・「そう感じている」「どちらかというとそう感じる」を合わせて80%以上の項目については、さらに向上を目指す。

・「そう感じている」「どちらかというとそう感じる」を合わせて80%未満の以下３項目については、後期改善に取り組む。

 「教科学習や探究的な活動の評価を受け、自分の学習改善に活かしている」→評価を改善に活かす指導

 「ＴＯＥＦＬ受検や外国の方との交流によって、子どもの多文化理解が進んでいる」→12月の受検に向けての意欲喚起

 「新聞、テレビ、WEB等の多様な媒体を用いて、本校の教育活動が積極的に広報されている」→プレスリリース充実
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